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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成23年4月21日(2011.4.21)

【公表番号】特表2009-528070(P2009-528070A)
【公表日】平成21年8月6日(2009.8.6)
【年通号数】公開・登録公報2009-031
【出願番号】特願2008-557519(P2008-557519)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｑ   1/68     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/02     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/15     (2006.01)
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   Ａ６１Ｋ  48/00     (2006.01)
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   Ｃ１２Ｑ   1/68    ＺＮＡＡ
   Ｃ１２Ｑ   1/02    　　　　
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   Ｇ０１Ｎ  33/15    　　　Ｚ
   Ｇ０１Ｎ  33/50    　　　Ｚ
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   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｋ  48/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年2月23日(2010.2.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被験体が膵臓癌に罹患しているのか、もしくは膵臓癌を発症する危険性があるのかを診
断するのを補助する方法であって、前記被験体の膵臓由来の生体試料における少なくとも
１つのｍｉＲ遺伝子産物のレベルを測定する手順であって、前記生体試料における前記ｍ
ｉＲ遺伝子産物のレベルが対照試料における対応するｍｉＲ遺伝子産物のレベルに比べて
変化することによって、前記被験体が膵臓癌に羅患していることか、もしくは膵臓癌を発
症する危険性があることのいずれかであることが示される、手順を含む、方法。
【請求項２】
　前記ｍｉＲ遺伝子産物が、ＭＩＲ‐０３４ｂ、ＭＩＲ‐０９２‐２‐Ｐ、ＭＩＲ‐０９
６‐Ｐ、ＭＩＲ‐１２９‐２、ＭＩＲ‐１３０ａ‐Ｐ、ＭＩＲ‐１３３ｂ、ＭＩＲ‐１３
９、ＭＩＲ‐１８８ｂ‐Ｐ、ＭＩＲ‐１９２、ＭＩＲ‐２００ａ‐Ｐ、ＭＩＲ‐２０４、
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ＭＩＲ‐２１０、ＭＩＲ‐２９９‐Ｐ、ＭＩＲ‐３０２ｄ、ＭＩＲ‐３３７、ＭＩＲ‐３
７１、ＭＩＲ‐３７８、ＭＩＲ‐３８３、ＭＩＲ‐４２２ｂ、ＭＩＲ‐４２３、ＭＩＲ‐
３７５、ｌｅｔ‐７ａ‐２‐Ｐ、ｌｅｔ‐７ｂ、ｌｅｔ‐７ｃ、ｌｅｔ‐７ｄ、ｌｅｔ‐
７ｆ‐１、ｌｅｔ‐７ｉ、ＭＩＲ‐００１‐２、ＭＩＲ‐００７‐１、ＭＩＲ‐０１５ａ
、ＭＩＲ‐０１５ｂ、ＭＩＲ‐０１６‐１、ＭＩＲ‐０１９ｂ‐１‐Ｐ、ＭＩＲ‐０２１
、ＭＩＲ‐０２３ａ、ＭＩＲ‐０２４‐１，２、ＭＩＲ‐０２７ａ，ｂ、ＭＩＲ‐０２９
ａ，ｃ、ＭＩＲ‐０３０ｄ、ＭＩＲ‐０３２、ＭＩＲ‐０９２‐１、ＭＩＲ‐０９８、Ｍ
ＩＲ‐０９９ａ、ＭＩＲ‐１００、ＭＩＲ‐１０７、ＭＩＲ‐１２５ｂ‐１、ＭＩＲ‐１
２６、ＭＩＲ‐１２８ａ、ＭＩＲ‐１３２、ＭＩＲ‐１３６、ＭＩＲ‐１４２‐Ｐ、ＭＩ
Ｒ‐１４５‐Ｐ、ＭＩＲ‐１５２、ＭＩＲ‐１５５、ＭｌＲ‐１８１ａ，ｃ、ＭＩＲ‐１
９６ａ‐２、ＭＩＲ‐２１２、ＭＩＲ‐２１３、ＭＩＲ‐２１５、ＭＩＲ‐２１８‐１，
２、ＭＩＲ‐２２１、ＭＩＲ‐２２２‐Ｐ、ＭＩＲ‐３０１、ＭＩＲ‐３２８、ＭＩＲ‐
３３１‐Ｐ、ＭＩＲ‐３４５、ＭＩＲ‐３６７、ＭＩＲ‐３７６、ＭＩＲ‐４２４および
それらの組み合わせからなる群から選択される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ｍｉＲ遺伝子産物が、ｌｅｔ‐７ｂ、ｌｅｔ‐７ｃ、ｌｅｔ‐７ｄ、ｌｅｔ‐７ｆ
‐１、ｌｅｔ‐７ｉ、ＭＩＲ‐０１５ａ、ＭＩＲ‐０１５ｂ、ＭＩＲ‐０１６‐１、ＭＩ
Ｒ‐０２１、ＭＩＲ‐０２３ａ、ＭＩＲ‐０２４‐１，２、ＭＩＲ‐０２７ａ，ｂ、ＭＩ
Ｒ‐０９８、ＭＩＲ‐０９９ａ、ＭＩＲ‐１００、ＭＩＲ‐１２５ｂ‐１、ＭＩＲ‐１２
６、ＭＩＲ‐１３２、ＭＩＲ‐１４２‐Ｐ、ＭＩＲ‐１４５‐Ｐ、ＭＩＲ‐１５２、ＭＩ
Ｒ‐１５５、ＭＩＲ‐１８１ａ，ｃ、ＭＩＲ‐１９６ａ‐２、ＭＩＲ‐２１２、ＭＩＲ‐
２１３、ＭＩＲ‐２１８‐１，２，、ＭＩＲ‐２２１、ＭＩＲ‐２２２‐Ｐ、ＭＩＲ‐３
０１、ＭＩＲ‐３３１‐Ｐ、ＭＩＲ‐３４５、ＭＩＲ‐３７６およびそれらの組み合わせ
からなる群から選択される、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記生体試料におけるｍｉＲ遺伝子産物のレベルが、前記対照試料におけるその対応す
るｍｉＲ遺伝子産物のレベルよりも低い、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ｍｉＲ遺伝子産物が、ＭＩＲ‐０９２‐２‐Ｐ、ＭＩＲ‐０９６‐Ｐ、ＭＩＲ‐１
２９‐２、ＭＩＲ‐１３３ｂ、ＭＩＲ‐１３９、ＭＩＲ‐１８８ｂ‐Ｐ、ＭＩＲ‐２０４
、ＭＩＲ‐２９９‐Ｐ、ＭＩＲ‐３３７、ＭＩＲ‐３７１、ＭＩＲ‐３８３、ＭＩＲ‐３
７５およびそれらの組み合わせからなる群から選択される、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記ｍｉＲ遺伝子産物がＭＩＲ‐１３９である、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記ｍｉＲ遺伝子産物がＭＩＲ‐０９６‐Ｐである、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記ｍｉＲ遺伝子産物がＭＩＲ‐３７５である、請求項５に記載の方法。
【請求項９】
　前記生体試料における前記ｍｉＲ遺伝子産物のレベルが、前記対照試料におけるその対
応するｍｉＲ遺伝子産物のレベルよりも高い、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ｍｉＲ遺伝子産物が、ｌｅｔ‐７ａ‐２‐Ｐ、ｌｅｔ‐７ｂ、ｌｅｔ‐７ｃ、ｌｅ
ｔ‐７ｄ、ｌｅｔ‐７ｆ‐１、ｌｅｔ‐７ｉ、ＭＩＲ‐００１‐２、ＭＩＲ‐００７‐１
、ＭＩＲ‐０１５ａ、ＭＩＲ‐０１５ｂ、ＭＩＲ‐０１６‐１、ＭＩＲ‐０１９ｂ‐１‐
Ｐ、ＭＩＲ‐０２１、ＭＩＲ‐０２３ａ、ＭＩＲ‐０２４‐１，２、ＭＩＲ‐０２７ａ，
ｂ、ＭＩＲ‐０２９ａ，ｃ、ＭＩＲ‐０３０ｄ、ＭＩＲ‐０３２、ＭＩＲ‐０９２‐１、
ＭＩＲ‐０９８、ＭＩＲ‐０９９ａ、ＭＩＲ‐１００、ＭＩＲ‐１０７、ＭＩＲ‐１２５
ｂ‐１、ＭＩＲ‐１２６、ＭＩＲ‐１２８ａ、ＭＩＲ‐１３２、ＭＩＲ‐１３６、ＭＩＲ
‐１４２‐Ｐ、ＭＩＲ‐１４５‐Ｐ、ＭＩＲ‐１５２、ＭＩＲ‐１５５、ＭＩＲ‐１８１
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ａ，ｃ、ＭＩＲ‐１９６ａ‐２、ＭＩＲ‐２１２、ＭＩＲ‐２１３、ＭＩＲ‐２１５、Ｍ
ＩＲ‐２１８‐１，２、ＭＩＲ‐２２１、ＭＩＲ‐２２２‐Ｐ、ＭＩＲ‐３０１、ＭＩＲ
‐３２８、ＭＩＲ‐３３１‐Ｐ、ＭＩＲ‐３４５、ＭＩＲ‐３６７、ＭＩＲ‐３７６、Ｍ
ＩＲ‐４２４およびそれらの組み合わせからなる群から選択される、請求項９に記載の方
法。
【請求項１１】
　前記ｍｉＲ遺伝子産物が、ｌｅｔ‐７ｂ、ｌｅｔ‐７ｃ、ｌｅｔ‐７ｄ、ｌｅｔ‐７ｆ
‐１、ｌｅｔ‐７ｉ、ＭＩＲ‐００７‐１、ＭＩＲ‐０１５ａ、ＭＩＲ‐０１５ｂ、ＭＩ
Ｒ‐０１６‐１、ＭＩＲ‐０２１、ＭＩＲ‐０２３ａ、ＭＩＲ‐０２４‐１，２、ＭＩＲ
‐０２７ａ，ｂ、ＭＩＲ‐０３０ｄ、ＭＩＲ‐０９８、ＭＩＲ‐０９９ａ、ＭＩＲ‐１０
０、ＭＩＲ‐１２５ｂ‐１、ＭＩＲ‐１２６、ＭＩＲ‐１３２、ＭＩＲ‐１４２‐Ｐ、Ｍ
ＩＲ‐１４５‐Ｐ、ＭＩＲ‐１５２、ＭＩＲ‐１５５、ＭＩＲ‐１８１ａ，ｃ、ＭＩＲ‐
１９６ａ‐２、ＭＩＲ‐２１２、ＭＩＲ‐２１３、ＭＩＲ‐２１８‐１，２、ＭＩＲ‐２
２１、ＭＩＲ‐２２２‐Ｐ、ＭＩＲ‐３０１、ＭＩＲ‐３３１‐Ｐ、ＭＩＲ‐３４５、Ｍ
ＩＲ‐３７６およびそれらの組み合わせからなる群から選択される、請求項９に記載の方
法。
【請求項１２】
　前記ｍｉＲ遺伝子産物が、ｌｅｔ‐７ｂ；ｌｅｔ‐７ｄ；ｌｅｔ‐７ｆ；ｌｅｔ‐７ｉ
、ＭＩＲ‐０１５ａ；ＭＩＲ‐０１５ｂ；ＭＩＲ‐０１６‐１；ＭＩＲ‐０２１；ＭｌＲ
‐０２３ａ、ＭＩＲ‐０２４、ＭＩＲ‐１００；ＭＩＲ‐１２５ｂ；ＭＩＲ‐１３２、Ｍ
ＩＲ‐１５５、ＭＩＲ‐１８１ａ、ＭＩＲ‐１８１ｃ；ＭＩＲ‐２１２；ＭＩＲ‐２２１
；ＭＩＲ‐３０１；ＭＩＲ‐３７６ａおよびそれらの組み合わせからなる群から選択され
る、請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ｍｉＲ遺伝子産物が、ｌｅｔ‐７ａ‐２‐Ｐ、ｌｅｔ‐７ｂ、ｌｅｔ‐７ｃ、ｌｅ
ｔ‐７ｄ、ｌｅｔ‐７ｆ‐１、ｌｅｔ‐７ｉ、ＭＩＲ‐０１５ｂ、ＭＩＲ‐０１９ｂ‐１
‐Ｐ、ＭＩＲ‐０９８、ＭＩＲ‐１２８ａ、ＭＩＲ‐１３６、ＭＩＲ‐１５２、ＭＩＲ‐
１５５、ＭＩＲ‐１８１ａ、ＭＩＲ‐１９６ａ‐２、ＭＩＲ‐２１２、ＭＩＲ‐２１５、
ＭＩＲ‐２１８‐１、ＭＩＲ‐２１８‐２、ＭＩＲ‐３０１、ＭＩＲ‐３２８、ＭＩＲ‐
３３１‐Ｐ、ＭＩＲ‐４２４およびそれらの組み合わせからなる群から選択される、請求
項９に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ｍｉＲ遺伝子産物が、ｌｅｔ‐７ｂ、ｌｅｔ‐７ｄ、ｌｅｔ‐７ｆ‐１、ｌｅｔ‐
７ｉ、ＭＩＲ‐１５５、ＭＩＲ‐１８１ａ、ＭＩＲ‐２１２、ＭＩＲ‐３０１およびそれ
らの組み合わせからなる群から選択される、請求項９に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ｍｉＲ遺伝子産物がＭＩＲ‐１５５である、請求項９に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ｍｉＲ遺伝子産物がＭＩＲ‐００７‐１である、請求項９に記載の方法。
【請求項１７】
　前記ｍｉＲ遺伝子産物がＭＩＲ‐０２１である、請求項９に記載の方法。
【請求項１８】
　被験体が膵臓癌に罹患しているのか、もしくは膵臓癌を発症する危険性があるのかを診
断するのを補助する方法であって、
　複数のｍｉＲ遺伝子産物を含む、前記被験体の膵臓由来の試験試料におけるｍｉＲ遺伝
子産物の発現レベルを検定して、前記試験試料のｍｉＲ発現プロファイルを得る手順；お
よび
　前記試験試料の前記ｍｉＲ発現プロファイルを、対照試料から作成された対応するｍｉ
Ｒ発現プロファイルと比較する手順であって、前記試験試料の前記ｍｉＲ発現プロファイ
ルと前記対照試料の前記ｍｉＲ発現プロファイルとの差によって、前記被験体が膵臓癌に
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羅患していることか、もしくは膵臓癌を発症する危険性があることのいずれかが示される
、手順
を含む、方法。
【請求項１９】
　前記複数のｍｉＲ遺伝子産物が、細胞内のｍｉＲ遺伝子の補体全長の実質部分に相当す
る、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記複数のｍｉＲ遺伝子産物が、細胞内のｍｉＲ遺伝子の補体全長の約９５％に相当す
る、請求項１８に記載の方法。
【請求項２１】
　前記複数のｍｉＲ遺伝子産物が、細胞内のｍｉＲ遺伝子の補体全長の約９０％に相当す
る、請求項１８に記載の方法。
【請求項２２】
　前記複数のｍｉＲ遺伝子産物が、細胞内のｍｉＲ遺伝子の補体全長の約８０％に相当す
る、請求項１８に記載の方法。
【請求項２３】
　前記複数のｍｉＲ遺伝子産物が、細胞内のｍｉＲ遺伝子の補体全長の約７０％に相当す
る、請求項１８に記載の方法。
【請求項２４】
　前記複数のｍｉＲ遺伝子産物が、細胞内のｍｉＲ遺伝子の補体全長の約６０％に相当す
る、請求項１８に記載の方法。
【請求項２５】
　前記複数のｍｉＲ遺伝子産物が、ＭＩＲ‐１３９、ＭＩＲ０９６‐Ｐ、ＭＩＲ‐３７５
、ｌｅｔ‐７ｂ、ｌｅｔ‐７ｄ、ｌｅｔ‐７ｆ‐１、ｌｅｔ‐７ｉ、ＭＩＲ‐１５５、Ｍ
ＩＲ‐１８１ａ、ＭＩＲ‐２１２、ＭＩＲ‐３０１、ＭＩＲ‐００７‐１、ＭＩＲ‐０２
１およびそれらの組み合わせからなる群から選択される１つ以上のｍｉＲ遺伝子産物を含
む、請求項１８に記載の方法。
【請求項２６】
　前記対照試料が正常膵組織に由来する、請求項１～２５に記載の方法。
【請求項２７】
　前記試験試料が、癌または前癌性であることが疑われる膵臓の領域に由来する、請求項
１～２５に記載の方法。
【請求項２８】
　前記ｍｉＲ遺伝子産物がｍｉＲＮＡ前駆体である、請求項１～２５に記載の方法。
【請求項２９】
　前記ｍｉＲ遺伝子産物が成熟型ｍｉＲＮＡである、請求項１～２５に記載の方法。
【請求項３０】
　前記ｍｉＲ遺伝子産物のレベルが、増幅に基づく検定を使用して測定される、請求項１
～２９に記載の方法。
【請求項３１】
　前記増幅に基づく検定が、ポリメラーゼ連鎖反応（ＰＣＲ）、逆転写酵素ポリメラーゼ
連鎖反応（ＲＴ‐ＰＣＲ）、定量的ＲＴ‐ＰＣＲ、リアルタイム定量的ＲＴ‐ＰＣＲおよ
びｉｎ　ｓｉｔｕ　ＰＣＲからなる群から選択される、請求項３０に記載の方法。
【請求項３２】
　前記ｍｉＲ遺伝子産物のレベルが、ハイブリダイゼーションに基づく検定を使用して測
定される、請求項１～２９に記載の方法。
【請求項３３】
　前記ハイブリダイゼーションに基づく検定が、ノーザンブロット解析、ｉｎ　ｓｉｔｕ
ハイブリダイゼーション、溶液ハイブリダイゼーション、リボヌクレアーゼ防御検定、Ｒ
ＮＡマイクロアレイ分析ならびにＤＮＡまたはｃＤＮＡマイクロアレイ分析からなる群か
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ら選択される、請求項３２に記載の方法。
【請求項３４】
　前記ｍｉＲ遺伝子産物のレベルが、前記試料における前記対応するｍｉＲ遺伝子コピー
を測定することによって判定される、請求項１～２９に記載の方法。
【請求項３５】
　前記生体試料が膵組織、膵腫瘍または膵臓細胞を含む、請求項１～３４に記載の方法。
【請求項３６】
　前記生体試料が膵液の試料を含む、請求項１～３４に記載の方法。
【請求項３７】
　膵臓癌に羅患しているか、もしくは膵臓癌を発症する危険性がある被験体における膵臓
癌を診断するためのキットであって、
　（ａ）前記被験体の膵臓由来の生体試料における少なくとも１つのｍｉＲ遺伝子産物の
レベルを測定する手段、および
　（ｂ）前記生体試料における前記ｍｉＲ遺伝子産物のレベルを、対照試料における対応
するｍｉＲ遺伝子産物のレベルと比較する手段
を含み、
　前記生体試料における前記ｍｉＲ遺伝子産物のレベルと、前記対照試料における前記対
応するｍｉＲ遺伝子産物のレベルとの間で検出された差によって、前記被験体が膵臓癌に
羅患していることか、もしくは膵臓癌を発症する危険性があることのいずれかであること
が示される、
キット。
【請求項３８】
　膵臓癌を発症する危険性がある被験体をスクリーニングするのを補助する方法であって
、前記被験体の膵臓由来の生体試料中の膵臓癌に関連した、少なくとも１つのｍｉＲ遺伝
子産物またはｍｉＲ遺伝子産物の組み合わせのレベルを評価する手順であって、前記生体
試料におけるｍｉＲ遺伝子産物またはｍｉＲ遺伝子産物の組み合わせのレベルが、対照試
料における対応するｍｉＲ遺伝子産物のレベルに比べて変化することによって、前記被験
体に膵臓癌を発症する危険性があることが示される、手順を含む、方法。
【請求項３９】
　前記生体試料が、正常であるか、もしくは前癌性の疑いがある膵組織を含む、請求項３
８に記載の方法。
【請求項４０】
　対照細胞よりも多くのｍｉＲ遺伝子産物を含む膵臓癌細胞を有する被験体における膵臓
癌の進行を抑制するための組成物であって、前記膵臓癌細胞内の前記ｍｉＲ遺伝子産物の
量を減少させることができる有効量の阻害剤分子を含む、組成物。
【請求項４１】
　前記ｍｉＲ遺伝子産物が、ｌｅｔ‐７ａ‐２‐Ｐ、ｌｅｔ‐７ｂ、ｌｅｔ‐７ｃ、ｌｅ
ｔ‐７ｄ、ｌｅｔ‐７ｆ‐１、ｌｅｔ‐７ｉ、ＭＩＲ‐００１‐２、ＭＩＲ‐００７‐１
、ＭＩＲ‐０１５ａ、ＭＩＲ‐０１５ｂ、ＭＩＲ‐０１６‐１、ＭＩＲ‐０１９ｂ‐１‐
Ｐ、ＭＩＲ‐０２１、ＭＩＲ‐０２３ａ、ＭＩＲ‐０２４‐１，２、ＭＩＲ‐０２７ａ，
ｂ、ＭＩＲ‐０２９ａ，ｃ、ＭＩＲ‐０３０ｄ、ＭＩＲ‐０３２、ＭＩＲ‐０９２‐１、
ＭＩＲ‐０９８、ＭＩＲ‐０９９ａ、ＭＩＲ‐１００、ＭＩＲ‐１０７、ＭＩＲ‐１２５
ｂ‐１、ＭＩＲ‐１２６、ＭＩＲ‐１２８ａ、ＭＩＲ‐１３２、ＭＩＲ‐１３６、ＭＩＲ
‐１４２‐Ｐ、ＭＩＲ‐１４５‐Ｐ、ＭＩＲ‐１５２、ＭＩＲ‐１５５、ＭＩＲ‐１８１
ａ，ｃ、ＭＩＲ‐１９６ａ‐２、ＭＩＲ‐２１２、ＭＩＲ‐２１３、ＭＩＲ‐２１５、Ｍ
ＩＲ‐２１８‐１，２、ＭＩＲ‐２２１、ＭＩＲ‐２２２‐Ｐ、ＭＩＲ‐３０１、ＭＩＲ
‐３２８、ＭＩＲ‐３３１‐Ｐ、ＭＩＲ‐３４５、ＭＩＲ‐３６７、ＭＩＲ‐３７６、Ｍ
ＩＲ‐４２４およびそれらの組み合わせからなる群から選択される、請求項４０に記載の
組成物。
【請求項４２】
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　前記ｍｉＲ遺伝子産物が、ｌｅｔ‐７ｂ、ｌｅｔ‐７ｃ、ｌｅｔ‐７ｄ、ｌｅｔ‐７ｆ
‐１、ｌｅｔ‐７ｉ、ＭＩＲ‐００７‐１、ＭＩＲ‐０１５ａ、ＭＩＲ‐０１５ｂ、ＭＩ
Ｒ‐０１６‐１、ＭＩＲ‐０２１、ＭＩＲ‐０２３ａ、ＭＩＲ‐０２４‐１，２、ＭＩＲ
‐０２７ａ，ｂ、ＭＩＲ‐０３０ｄ、ＭＩＲ‐０９８、ＭＩＲ‐０９９ａ、ＭＩＲ‐１０
０、ＭＩＲ‐１２５ｂ‐１、ＭＩＲ‐１２６、ＭＩＲ‐１３２、ＭＩＲ‐１４２‐Ｐ、Ｍ
ＩＲ‐１４５‐Ｐ、ＭＩＲ‐１５２、ＭＩＲ‐１５５、ＭＩＲ‐１８１ａ，ｃ、ＭＩＲ‐
１９６ａ‐２、ＭＩＲ‐２１２、ＭＩＲ‐２１３、ＭＩＲ‐２１８‐１，２、ＭＩＲ‐２
２１、ＭＩＲ‐２２２‐Ｐ、ＭＩＲ‐３０１、ＭＩＲ‐３３１‐Ｐ、ＭＩＲ‐３４５、Ｍ
ＩＲ‐３７６およびそれらの組み合わせからなる群から選択される、請求項４０に記載の
組成物。
【請求項４３】
　前記ｍｉＲ遺伝子産物が、ｌｅｔ‐７ｂ；ｌｅｔ‐７ｄ；ｌｅｔ‐７ｆ；ｌｅｔ‐７ｉ
、ＭＩＲ‐０１５ａ；ＭＩＲ‐０１５ｂ；ＭＩＲ‐０１６‐１；ＭＩＲ‐０２１；ＭｌＲ
‐０２３ａ、ＭＩＲ‐０２４、ＭＩＲ‐１００；ＭＩＲ‐１２５ｂ；ＭＩＲ‐１３２、Ｍ
ＩＲ‐１５５、ＭＩＲ‐１８１ａ、ＭＩＲ‐１８１ｃ；ＭＩＲ‐２１２；ＭＩＲ‐２２１
；ＭＩＲ‐３０１；ＭＩＲ‐３７６ａおよびそれらの組み合わせからなる群から選択され
る、請求項４０に記載の組成物。
【請求項４４】
　ｍｉＲ遺伝子産物が、ｌｅｔ‐７ａ‐２‐Ｐ、ｌｅｔ‐７ｂ、ｌｅｔ‐７ｃ、ｌｅｔ‐
７ｄ、ｌｅｔ‐７ｆ‐１、ｌｅｔ‐７ｉ、ＭＩＲ‐０１５ｂ、ＭＩＲ‐０１９ｂ‐１‐Ｐ
、ＭＩＲ‐０９８、ＭＩＲ‐１２８ａ、ＭＩＲ‐１３６、ＭＩＲ‐１５２、ＭＩＲ‐１５
５、ＭＩＲ‐１８１ａ、ＭＩＲ‐１９６ａ‐２、ＭＩＲ‐２１２、ＭＩＲ‐２１５、ＭＩ
Ｒ‐２１８‐１、ＭＩＲ‐２１８‐２、ＭＩＲ‐３０１、ＭＩＲ‐３２８、ＭＩＲ‐３３
１‐Ｐ、ＭＩＲ‐４２４およびそれらの組み合わせからなる群から選択される、請求項４
０に記載の組成物。
【請求項４５】
　前記ｍｉＲ遺伝子産物が、ｌｅｔ‐７ｂ、ｌｅｔ‐７ｄ、ｌｅｔ‐７ｆ‐１、ｌｅｔ‐
７ｉ、ＭＩＲ‐１５５、ＭＩＲ‐１８１ａ、ＭＩＲ‐２１２、ＭＩＲ‐３０１およびそれ
らの組み合わせからなる群から選択される、請求項４０に記載の組成物。
【請求項４６】
　前記ｍｉＲ遺伝子産物がＭＩＲ‐１５５である、請求項４０に記載の組成物。
【請求項４７】
　前記ｍｉＲ遺伝子産物がＭＩＲ‐００７‐１である、請求項４０に記載の組成物。
【請求項４８】
　前記ｍｉＲ遺伝子産物がＭＩＲ‐０２１である、請求項４０に記載の組成物。
【請求項４９】
　前記ｍｉＲ遺伝子産物が成熟型ｍｉＲである、請求項４０～４８に記載の組成物。
【請求項５０】
　前記阻害剤分子が前記ｍｉＲ遺伝子産物の転写後のサイレンシングを引き起こす、請求
項４０～４８に記載の組成物。
【請求項５１】
　前記阻害剤分子が前記ｍｉＲ遺伝子産物の成熟を阻害する、請求項４０～４８に記載の
組成物。
【請求項５２】
　前記阻害剤分子が前記ｍｉＲ遺伝子産物のアンチセンスオリゴヌクレオチドである、請
求項４０～４８に記載の組成物。
【請求項５３】
　前記阻害剤分子が低分子干渉ＲＮＡ（ｓｉＲＮＡ）である、請求項４０～４８に記載の
組成物。
【請求項５４】
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　前記阻害剤分子が、前記ｍｉＲ遺伝子産物についてコードする遺伝子とともに３重らせ
んを形成することができる分子である、請求項４０～４８に記載の組成物。
【請求項５５】
　前記阻害剤分子がリボザイムである、請求項４０～４８に記載の組成物。
【請求項５６】
　前記阻害剤分子が送達剤とともに裸のＲＮＡとして投与されるものであることを特徴と
する、請求項４０～５４に記載の組成物。
【請求項５７】
　前記阻害剤分子が、前記阻害剤分子をコードする核酸として投与されるものであること
を特徴とする、請求項４０～５４に記載の組成物。
【請求項５８】
　対照細胞よりも少ないｍｉＲ遺伝子産物を含む膵臓癌細胞を有する被験体における膵臓
癌の進行を抑制するための組成物であって、前記ｍｉＲ遺伝子産物に対応する有効量の単
離されたｍｉＲ遺伝子産物を含む、組成物。
【請求項５９】
　前記ｍｉＲ遺伝子産物が、ＭＩＲ‐０９２‐２‐Ｐ、ＭＩＲ‐０９６‐Ｐ、ＭＩＲ‐１
２９‐２、ＭＩＲ‐１３３ｂ、ＭＩＲ‐１３９、ＭＩＲ‐１８８ｂ‐Ｐ、ＭＩＲ‐２０４
、ＭＩＲ‐２９９‐Ｐ、ＭＩＲ‐３３７、ＭＩＲ‐３７１、ＭＩＲ‐３８３、ＭＩＲ‐３
７５およびそれらの組み合わせからなる群から選択される、請求項５８に記載の組成物。
【請求項６０】
　前記ｍｉＲ遺伝子産物がＭＩＲ‐１３９である、請求項５８に記載の組成物。
【請求項６１】
　前記ｍｉＲ遺伝子産物がＭＩＲ‐０９６‐Ｐである、請求項５８に記載の組成物。
【請求項６２】
　前記ｍｉＲ遺伝子産物がＭＩＲ‐３７５である、請求項５８に記載の組成物。
【請求項６３】
　前記単離されたｍｉＲ遺伝子産物が前記機能性成熟型ｍｉＲである、請求項５８～６２
に記載の組成物。
【請求項６４】
　前記単離されたｍｉＲ遺伝子産物が、ヘアピンのループ部を含むｍｉＲ前駆体ヘアピン
配列を含むオリゴヌクレオチドである、請求項５８～６２に記載の組成物。
【請求項６５】
　前記単離されたｍｉＲ遺伝子産物が、前記ヘアピンを有さない２本鎖のｍｉＲ前駆体を
含むオリゴヌクレオチドである、請求項５８～６２に記載の組成物。
【請求項６６】
　前記単離された遺伝子産物が送達剤とともに裸のＲＮＡとして投与されるものであるこ
とを特徴とする、請求項５８～６２に記載の組成物。
【請求項６７】
　前記単離された遺伝子産物が、前記単離されたｍｉＲ遺伝子産物をコードする核酸とし
て投与されるものであることを特徴とする、請求項５８～６２に記載の組成物。
【請求項６８】
　前記核酸が組換えプラスミドまたは組換えウイルスベクターである、請求項６７に記載
の組成物。
【請求項６９】
　請求項４０～５７に記載の阻害剤分子と薬学的に許容される担体とを含む、被験体にお
ける膵臓癌を治療するための薬学的組成物。
【請求項７０】
　請求項５８～６６に記載の単離されたｍｉＲ遺伝子産物と薬学的に許容される担体とを
含む、被験体における膵臓癌を治療するための薬学的組成物。
【請求項７１】
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　請求項６７～６８に記載の単離されたｍｉＲ遺伝子産物をコードする核酸と薬学的に許
容される担体とを含む、被験体における膵臓癌を治療するための薬学的組成物。
【請求項７２】
　被験体における膵臓癌の進行を抑制する治療レジメンの有効性を判定するのを補助する
方法であって、
　対照細胞に比べてアップレギュレートされたｍｉＲ遺伝子産物を有する癌細胞を含む前
記被験体の膵臓由来の第１の試験試料における前記アップレギュレートされたｍｉＲ遺伝
子産物のレベルと、前記被験体に治療レジメンが施された後の前記被験体の膵臓由来の第
２の試験試料における前記アップレギュレートされたｍｉＲ遺伝子産物のレベルを比較す
る手順であって、前記第２の試験試料における前記アップレギュレートされたｍｉＲ遺伝
子産物レベルが前記第１の試験試料よりも低いことによって、前記治療レジメンが前記被
験体における膵臓癌の進行抑制に効果的であることが示される、手順
を含む、方法。
【請求項７３】
　被験体における膵臓癌の進行を抑制する治療レジメンの有効性を判定するのを補助する
方法であって、
　対照細胞に比べてダウンレギュレートされたｍｉＲ遺伝子産物を有する癌細胞を含む前
記被験体の膵臓由来の第１の試験試料における前記アップレギュレートされたｍｉＲ遺伝
子産物のレベルと、前記被験体に治療レジメンが施された後の前記被験体の膵臓由来の第
２の試験試料における前記ダウンレギュレートされたｍｉＲ遺伝子産物のレベルを比較す
る手順であって、前記第２の試験試料における前記ダウンレギュレートされたｍｉＲ遺伝
子産物レベルが前記第１の試験試料よりも高いことによって、前記治療レジメンが前記被
験体における膵臓癌の進行抑制に効果的であることが示される、手順
を含む、方法。
【請求項７４】
　膵臓癌用抗癌剤を同定する方法であって、
　（ａ）膵臓癌細胞を含む生体試料において過剰発現する少なくとも１つのｍｉＲ遺伝子
産物の発現レベルを測定し、これにより前記ｍｉＲ遺伝子産物の試験前の発現レベルにつ
いてのデータを作成する手順；
　（ｂ）前記生体試料に試験剤を接触させる手順；
　（ｃ）手順（ｂ）の後に前記生体試料における前記ｍｉＲ遺伝子産物の発現レベルを測
定し、これにより試験後の発現レベルについてのデータを作成する手順；および
　（ｄ）前記ｍｉＲ遺伝子産物の試験後の発現レベルを試験前の発現レベルと比較する手
順であって、前記ｍｉＲ遺伝子産物の前記試験後の発現レベルが低下することによって、
前記試験剤が膵臓癌の抗癌性を有することが示される、手順
を含む、方法。
【請求項７５】
　膵臓癌用抗癌剤を同定する方法であって、
　（ａ）膵臓癌細胞を含む生体試料において過小発現する少なくとも１つのｍｉＲ遺伝子
産物の発現レベルを測定し、これにより前記ｍｉＲ遺伝子産物の試験前の発現レベルにつ
いてのデータを作成する手順；
　（ｂ）前記生体試料に試験剤を接触させる手順；
　（ｃ）手順（ｂ）の後に前記生体試料における前記ｍｉＲ遺伝子産物の発現レベルを測
定し、これにより試験後の発現レベルについてのデータを作成する手順；および
　（ｄ）前記ｍｉＲ遺伝子産物の前記試験後の発現レベルを前記試験前の発現レベルと比
較する手順であって、前記ｍｉＲ遺伝子産物の前記試験後の発現レベルが上昇することに
よって、前記試験剤が膵臓癌の抗癌性を有することが示される、手順
を含む、方法。
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